
 

 

 

 旧岩崎邸庭園、旧芝離宮恩賜庭園、旧古河庭園、清澄庭

園、小石川後楽園、殿ヶ谷戸庭園、浜離宮恩賜庭園、向島

百花園、六義園(あいうえお順)、東京には九ヶ所の都立庭

園があり、そのほとんどが、国の「名勝」指定を受けてい

ます。 

 それでは、この「名勝」指定とは、どんな意味をもって

いるのでしょうか？風景の優れた場所を「名勝」と呼びま

すが、文化財保護法で「名勝」とは、日本の文化財の種類

のひとつで、庭園、橋梁、渓谷、海浜、山岳など、我が国

にとって、芸術上または鑑賞上価値の高いものについて、

国や地方公共団体が指定したものを指すそうです。 

 「名勝」に指定された庭園には、美術館で絵画や彫刻な

どを鑑賞するように、心静かに鑑賞していただける価値が

あるということです。 

 四季のある日本、東京も今が一年で一番寒い時期です。

モミジやイチョウなど落葉樹が葉を落とした姿、池の薄氷

や田んぼの霜、北風の冷たさに、ほんのりと柔らかい日差

し、そして、もしかしたら雪景色も。そんなイロイロをお

楽しみいただけるのは冬だけです。四季折々の風景を鑑賞

していただき、ぜひ、みなさまの中でも日本庭園の価値を

高めてくださいね。  

 今シーズンも梅
の開花状況を、ホ
ームページ、ツイ
ッター、電話など
でご案内いたしま
す。見ごろが、待
ち遠しいですね。 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 
英語による庭園ガイド 

ツアー(無料)、開催中！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

『『梅梅香香るる庭庭園園へへ』』期期間間::２２月月１１１１日日((土土・・祝祝))～～３３月月５５日日((日日))  

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その 30 

日本庭園を愛でる冬・その弐 

 小石川後楽園の園内には、紅梅・白梅合わせて約９０本

の梅の木があります。例年、花が見ごろを迎える 2 月の中

旬から下旬には、辺り一面に馥郁(ふくいく)たる香りが漂

い、春の訪れを感じさせてくれます。 

 『梅香る庭園へ』では、今年も下記の内容で、お客様を

お迎えいたします。日差しにもほんのりと暖かさを感じ始

めるころ、一足早い春探しはいかがですか？ 

(２月１１日(土・祝)～１９日(日)は、東門(JR 水道橋駅西

口下車徒歩５分)も開門します) 

  

①箏(こと)の演奏会～早春に寄せる箏の調べ～ 

 日時：２月１２日(日) １０時３０分開場・１１時開演 

 内容：涵徳亭にて、寺井結子氏による箏の演奏会(約３０ 

    分)。当日先着７０名、１０時から涵徳亭前にて 

    整理券を配布します(参加費無料、入園料別途)。 

 

②特別ガイドツアー「梅めぐり」 

 日時：２月１８日(土) １０時・１２時３０分(雨天中止) 

 内容：小石川後楽園ガイドクラブの中でも指折りの博識 

    で、講師経験もある二宮靖男氏が、奥深い梅の世

界へご案内(各回約４０分)。各回当日先着２０名 

    (参加費無料、入園料別途)。 

 

③大江戸玉すだれ 

 日時：２月２６日(日) １２時・１３時３０分(雨天中止) 

 内容：佃川燕也氏による江戸の物売りとして流行した玉

すだれの公演(各回約３０分)。当日自由参加(参加

料無料、入園料別途)。 

 

 さらに、庭園ガイドボランティアの案内で園内散策をお 

楽しみいただく庭園ガイドは、期間中毎日１１時・１４時 

(各回約６０分・雨天中止、参加費無料、入園料別途)。 

黄門様の衣装や、庭園の半纏を着て撮影をしていただけ 

る記念撮影コーナーは、期間中毎日１０時～１６時(雨天中 

止、カメラはご持参下さい)。 

 松原にて植木市は、期間中の火曜日を除く毎日１０時～ 

１６時(雨天中止)、水戸の名産品・軽飲食の販売は、期間 

中毎日１０時～１６時など、楽しい催しをご用意して、み 

なさまのお越しをお持ちしております。 

 

 新しい一年が始まりましたね。天気も穏やかだった

今年の正月開園にも、多くのお客様がお越しくださり、

当園も賑やかな一年のスタートを迎えることができま

した。心よりお礼申し上げます。 

 さて、一月も半ばを過ぎ、暦の上では一年で一番寒

い時期になりました。でも、植物にとって、この冬は

例年より少し暖かかったようで、すでに昨年末から、

ロウバイ、ソシンロウバイ、早咲き品種のウメ“光圀(み

つくに)”や“大盃(おおさかずき)”などが咲き始めて

います。寒い季節の花たちは、ゆっくりと少しずつ花

の数を増やしていきます。着実に一歩ずつ！ 

 マフラーや手袋など、暖かくしてお出かけください。 

園内の縁台に腰かけて、景色を観ながらいただく温か

い飲み物！も、冬の庭園からのお奨めです。 
 

 

【馬酔木(あせび)】 

《
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 園内各所に植えられているアセビ(別名アセボ)

は、ツツジ科の常緑樹。これからの季節、スズラン

のような可愛い花を咲かせます。現在、園内でも小

さな蕾をたくさんつけた姿をご覧いただけます。 

 アセビを漢字にすると、馬が酔う木。アセボトキ

シンなどの有毒物質を持っていて、馬や牛、鹿など

がこの木の枝葉を食べると、酒に酔ったように足が

フラフラになるということに由来するそうです。 

 神様に仕える多くの鹿に出会える奈良の春日大社

周辺は、他の植物が食害を受ける中、アセビだけが

残り、有名なアセビの群生地になりました。 

 アセビは野山にある時は、あまり花を咲かせず、

里に植えて愛情を込めて育てると、たくさんの花を

咲かせるともいわれます。 

 けして派手ではありませんが、清楚な花の姿が、

万葉の時代から日本人に愛されてきたアセビ、探し

てみてください。 

  
 

 
《写真:1 月 12 日撮影》 
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